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１７．ＤＳＰの操作とデータ転送

ＤＳＰに対するＣＰＵの処理は２つである。１つはＤＳＰのスタートおよびストップを

行い，もう１つはＤＳＰでの演算に必要なデータの出力および演算結果の入力，すなわち

データ転送である。

［ＤＳＰの操作］

ＣＰＵがＤＳＰのプログラム領域（共有メモリ）にプログラムやデータを書き込む場合

には，ＤＳＰをストップし，その後ＤＳＰをスタートする必要がある。また，後述するデ

ータ転送を行う時にもＤＳＰのスタート，ストップを行わなければならない。ＤＳＰの動

作はＣＲのビット b0 と b6 を操作して行う。

ＤＳＰのストップは次のようにＣＰＵアセンブラプログラムを実行する。

MOV DX,02D2H ;CR の I/O ｱﾄﾞﾚｽ

IN AL,DX ;CR からﾋﾞｯﾄ内容取り込み

OR AL,40H ;b6=1 (DSP ﾎｰﾙﾄﾞ設定)

AND AL,0FEH ;b0=0 (DSP ｽﾄｯﾌﾟ設定)

OUT DX,AL ;CR へ出力

ＤＳＰのスタートは次のようにＣＰＵアセンブラプログラムを実行する。

MOV DX,02D2H ;CR の I/O ｱﾄﾞﾚｽ

IN AL,DX ;CR からﾋﾞｯﾄ内容取り込み

AND AL,0BFH ;b6=0 (DSP ﾉｰﾏﾙ設定)

OR AL,01H ;b0=1 (DSP ｽﾀｰﾄﾟ設定)

OUT DX,AL ;CR へ出力

［データ転送］

ＤＳＰでの演算に必要なデータをＣＰＵから転送する，あるいはＤＳＰで行った演算の

結果をＣＰＵへ転送するには次の２つの方法がある。

１．ＤＰＲによるデータ転送

２．ＣＰＵから共有メモリへの直接アクセス

いずれの方法でも，ＣＰＵとＤＳＰは互いに，いつデータが送られたか，あるいは演算が

終了したかを調べてデータの書き込みおよび読み出しを行う必要がある。このような場合

にはハンドシェイク（Handshake）と呼ばれる通信手段によって，それぞれの動作状況を

信号（ビット操作）で知らせるということを行う。具体的には，「データを送った」，「デ

ータを受け取った」という情報を「ＣＲ」の特定ビットによって表示し，このビットを検

出して互いにデータのやり取りを行う。

方法１のＤＰＲによるデータ転送では，ＤＳＰ側のメモリ構成を意識する必要がないが，

複数のデータを転送する場合には１データ毎にハンドシェイクが必要であり，結果として

命令のステップ数が増加して実行速度の低下となる。本制御プログラムでは割り込み処理
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を行っているため，方法２の共有メモリによるデータ転送を利用しており，ＤＰＲはデー

タ転送の終了合図として使用している。したがって，ＣＰＵとＤＳＰはＤＰＲからデータ

が送信されたかどうかだけを調べればよいので，ＣＰＵの「ＣＲのビット４(b4)」および

ＤＳＰの「ＣＲのビット０(b0)」を使用している。

ＣＰＵがＤＰＲへデータを出力する時は，ＤＳＰをスタートし，その後

MOV DX,02D4H ;DPR の I/O ｱﾄﾞﾚｽ

MOV AX,ﾃﾞｰﾀ ;ﾃﾞｰﾀを AX ﾚｼﾞｽﾀに格納

OUT DX,AX ;CR へ出力

を実行する。ＤＳＰはＤＰＲへデータが送られたかどうかを調べるために

LACK 1 ;ACC に 1 を格納

WAIT: IN BUFF,PA0 ;CR の内容を変数 BUFF に取り込む

AND BUFF ;ACC と変数 BUFF との AND

BZ WAIT ;ACC が 0 ならば WAIT へジャンプ

IN VAR1,PA1 ;DPR から変数 VAR1 へﾃﾞｰﾀ取り込み

を実行する（命令は次章を参照）。なお，ＣＰＵからＤＰＲへデータを転送しない時には

これらの処理は必要ない。

一方，ＤＳＰがＤＰＲへデータを出力する時は，

OUT VAR1,PA1 ;変数 BUFF の内容を DPR へ出力

を実行し，ＣＰＵはＤＰＲへデータが送られたかどうかを

MOV DX,02D2H ;CR の I/O ｱﾄﾞﾚｽ

DWAIT: IN AL,DX ;CR の内容を AL ﾚｼﾞｽﾀに取り込む

AND AL,10H ;AL ﾚｼﾞｽﾀと定数 10H との AND

JZ DWAIT ;AL ﾚｼﾞｽﾀが 0 ならば DWAIT へジャンプ

MOV DX,02D4H ;DPR の I/O ｱﾄﾞﾚｽ

IN AX,DX ;DPR から AX ﾚｼﾞｽﾀへﾃﾞｰﾀ取り込み

を実行して調べ，データを取り込んだ後に，ＤＳＰをストップする。

ＤＰＲによって複数のデータを転送する場合には，相手がＤＰＲからデータを取り込ん

だかどうかを調べるために，ＣＲの「ＢＳＹ」ビットを調べる必要がある。

ＣＰＵが共有メモリへのアクセスを行うには，ＤＳＰのストップ状態でデータ転送命令

を実行する。前述したように，ＤＳＰのプログラムメモリ（ウィンドウ０のＤＳＰアドレ

ス 0000H～7FFFH）はＣＰＵの物理アドレス「C0000H～CFFFFH」すなわちセグメント「C000H」，

オフセット「0000H～FFFFH」上に存在する共有メモリ構成となっている。このＤＳＰプロ

グラムメモリ上にデータ転送のための領域を確保し，その領域を用いてＣＰＵとの間でデ

ータのやり取りを行う方法が「共有メモリによるデータ転送」である。

ＣＰＵからＤＳＰのプログラム領域に定義したデータ保存場所にデータを転送するに

は，まず，ＤＳＰのデータアドレスを決定しておく必要がある。通常，ＤＳＰのプログラ

ムはＤＳＰアドレスの０番地から記述するが，下位の３２ワードはシステムで予約されて

いるため使用できない。したがって，転送用データ領域はプログラムメモリの「５０番地」
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以降から定義する。ＤＳＰアドレス「５０番地」はＣＰＵの物理アドレスの「C0064H と

C0065H」に対応し，これはセグメント「C000H」オフセット「0064H と 0065H」である。よ

って，このＤＳＰプログラムメモリにＣＰＵからデータを書き込むには，次のようにデー

タ転送命令でプログラミングし，その後ＤＳＰをスタートさせる。

MOV AX,0C000H ;共有ﾒﾓﾘのｾｸﾞﾒﾝﾄ

MOV ES,AX ;ES ｾｸﾞﾒﾝﾄ設定

MOV AX,ﾃﾞｰﾀ ;AX ﾚｼﾞｽﾀにﾃﾞｰﾀ格納

MOV BX,100 ;ｵﾌｾｯﾄ (MOV  BX,64H)

MOV ES:[BX],AX ;ﾃﾞｰﾀ転送

あるいは，ブロック転送命令を使用して，ＣＰＵのデータ領域に定義した「SDAT」の内容

を転送する場合には

MOV SI,OFFSET DGROUP:SDAT ;変数 SDAT のｵﾌｾｯﾄ

MOV AX,0C000H ;共有ﾒﾓﾘのｾｸﾞﾒﾝﾄ

MOV ES,AX ;ES ｾｸﾞﾒﾝﾄ設定

MOV DI,100 ;DI ﾚｼﾞｽﾀに DSP ﾃﾞｰﾀのｵﾌｾｯﾄ設定

MOVSW ;[DS][SI]→[ES][DI]

のように記述する。複数のデータ転送の時は，「MOVSW」をデータ数だけ実行するが，ＣＰ

ＵとＤＳＰのデータ定義は連続に対応させておかなければならない。

また，ＤＳＰプログラムメモリからデータを読み込むには，ＤＳＰをストップし，その

後，次のようにデータ転送命令を実行する。

MOV AX,0C000H ;共有ﾒﾓﾘのｾｸﾞﾒﾝﾄ

MOV ES,AX ;ES ｾｸﾞﾒﾝﾄ設定

MOV BX,100 ;ｵﾌｾｯﾄ (MOV  BX,64H)

MOV AX,ES:[BX] ;ﾃﾞｰﾀ転送

あるいは，ブロック転送命令を使用して，ＣＰＵのデータ領域に定義した「RDAT」へ内容

を転送する場合には

MOV AX,DS

MOV ES,AX ;ES=DS

MOV AX,0C000H ;共有ﾒﾓﾘのｾｸﾞﾒﾝﾄ

MOV DS,AX ;DS ｾｸﾞﾒﾝﾄ設定変更

MOV SI,100 ;SI ﾚｼﾞｽﾀに DSP ﾃﾞｰﾀのｵﾌｾｯﾄ設定

MOV DI,OFFSET DGROUP:RDAT ;変数 RDAT のｵﾌｾｯﾄ

MOVSW ;[DS][SI]→[ES][DI]

MOV AX,ES

MOV DS,AX ;DS ﾚｼﾞｽﾀの内容を復帰

のように記述する。複数のデータ転送の時は，「MOVSW」をデータ数だけ実行するが，ＣＰ

ＵとＤＳＰのデータ定義は連続に対応させておかなければならない。

この方法では，ＣＰＵとＤＳＰプログラムで定義したデータアドレスが完全に一致して

おく必要があるので，アドレスには十分注意しなければならない。

なお，ＤＳＰにおけるプログラムメモリ（共有メモリ）へのアクセスは次章で説明する。


